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正門 

研究室に大っきな水路が！ 
環境社会工学科 

▲実験用のマウス 

取材協力 
大学院工学研究科修士課程2年 
沿岸海洋工学研究室 
石崎 真一郎さん 

不気味！真っ黒な部屋！？ 
応用理工系学科 

沿岸海洋工学研究室のホームページ●http://www.eng.hokudai.ac.jp/labo/coast/

取材協力 
応用理工系学科 
岡 和彦先生 

ええっ？工学部で細胞培養実験!?

機械知能工学科 

フォトニクス研究室のホームページ 
●http://www.eng.hokudai.ac.jp/labo/photonic/index-j.html

取材[学生編集委員] 
環境社会工学科2年 
田中 健 

取材協力 
大学院情報科学研究科博士後期課程3年 
細胞情報工学研究室 
岩淵 禎弘さん 

2階から落下する小箱は一体！？ 

取材[学生編集委員] 
応用理工系学科4年 
太田 裕介 

取材協力 
機械知能工学科 
藤田 修先生 

宇宙環境応用工学研究室のホームページ 
●http://york-me.eng.hokudai.ac.jp/

細胞情報工学研究室のホームページ●http://cell-c.ist.hokudai.ac.jp/

▲光を計測する実験装置 

　全長24mもの巨大な水路があるのは沿岸海洋工学研究室。工学
部の中で唯一「海」に関する研究をしている研究室です。 
　海に囲まれた日本、そして
北海道。時に荒々しく打ち寄
せる波は海に欠かせない景観
の一部ですが、同時に災害の
要因となることもあります。

例えば、襟裳岬の北に位置する黄金道路では、波飛沫（なみし
ぶき）の影響で交通障害や物的・人的被害が生じることがあ
ります。このような沿岸域災害に対する被害予測モデ
ルやハザードマップ構築のツールとなりうる波飛沫
生成メカニズムの解明が石崎さんの研究テーマです。石
崎さんは、水路で起こした波を壁に衝突させ、打ち上がる波
飛沫の研究を行っています。飛沫は微少で、かつ高速で飛び
散るので、計測が難しいため、高速度カメラを用いた独自の
撮影方法や画像解析法を用いて計測しています。膨大な数の
データが必要で楽ではないけれど、時には大好きな海で実験
も行うから嬉しいという石崎さん。世界的にもあまり行
われていない研究に取り組むパイオニアであるこ
とが研究への原動力になると話してくれました。 

工学部で行われている研究は、 
社会にいろいろな形で 
役立っているということを 
実感します！ 

工学部にも細胞や生物を扱う 
研究室があるなんて！ 
工学研究って本当に 
幅広いですね！ 

取材[学生編集委員] 
大学院工学研究科修士課程1年 
（機械知能工学科卒） 
松永 陽子 

実験中は天井にまで 
飛沫が飛ぶそうですよ! 
実験のたびに 
水をかぶるとか。 

　部屋の四方八方の壁を黒く覆われた、少し変わった研究室。こ
こフォトニクス研究室では、光を用いて物を測るという研

究をしています。研究対象は天体や生体、半導体とさま
ざまであり、対象から発せられる微弱な光を測
るのに、真っ黒な部屋は最適です。また、震動
が研究の妨げにならないように、空気を用いて
550kgもある台を浮かしています。 
　このような環境の中で、岡先生は主にハ
イテクの工業製品、例えば液晶テレビや
光ディスク、光通信器、半導体などを対象に高感度かつ高精度な測定技
術の研究をしています。光を用いると、複雑なものでも実際に触
れることなく計測ができます。このような研究は、半導体表面の
薄膜の厚みを非接触、非破壊で検査できる計測器の開発に役
立ちます。また、製造業での検査だけでなく、生体細胞の観察やがん
などの病気の発見にも応用できます。 

　情報エレクトロニクス学科のほとんどの研究室では、映像
や音楽などの“情報”を研究テーマとして取り扱いますが、細
胞情報工学研究室では生きている細胞からさまざまな“情
報”を引き出すことを研究しています。神経、心筋、皮膚、
癌細胞などを培養し、神経と心筋細胞はネズミから作製します。 
　この研究室では、細胞内の標的タンパク質やイオンを可視

化する技術を駆使して、心筋細胞が増殖できない“因子（情報）”の制御の仕組みを調べる心臓再生学に
関する研究や、原子間力顕微鏡（AFM）を用いて、細胞の表面や細胞自身の固さの“情報”を引き出す研
究を行っています。もし正常な細胞と癌細胞などで、この“情報”が異なれば、新しい診断

方法として確立できると考えられています。また、自由奔放に育つ細胞を任意に整
列させることができるシステムを開発しており、AFMを用いて短時間でこれまで

にない多くの“情報”が獲得できそうです。 

　2階の入り口を開けると目の前にはワイヤーの滑車のような
ものが!　このワイヤーは1階まで伸びており、その先には四角
い小箱が吊るされています。この小箱の中に自動で作動する実
験装置などを入れ、滑車の反対側に錘（おもり）をつけ落下させ
ることにより、いろいろな重力下の実験をすることができます。 
　この装置がある宇宙環境応用工学研究室は、1階と2階が吹き
抜けになっていて、1階から見るとかなり天井の高い部屋に見
えます。この高さを利用して、藤田先生は無重力における燃焼を研究しています。宇宙船内
での火災の原因は主に電線のショートです。従来は船内は気体の量が少ないため、燃焼しにくい
のではないかと考えられていました。しかし藤田先生は実験により無重力下においては電線が
地上で燃焼し始める電流量の半分ほどで燃焼を始めることを突き止めました。 
　また、地上では重力が生成の邪魔をする「カーボンナノチューブ」を、重力の影響のない宇宙ス
テーション内等で生産する研究などにも取り組んでいます。 
　このように、落下塔によって地上より弱い重力や無重力状態を作ることができ、
将来における宇宙での生活や生産に役立つ実験を行うことができるのです。 

▲広い実験室にある24m水路 

▲実験の様子 
　（水路に波を起こすところ） 

情報エレクトロニクス学科 

建物の中に無重力状態を作り出す 
実験装置があるなんて、びっくりです！ 

▲1階から見上げた落下塔 

取材[学生編集委員] 
機械知能工学科3年 
キム ヨンミン 

金 　旻 

Let's
 探検！

 

工学部 Let's
 探検！

 

工学部 
一人暮らしってどんなカンジ？？ 

▲ヨンミンくんの部屋（玄関から撮影） 

　工学部は、学生数・面積とも北大で最大の学部で、札幌キャンパスのほぼ中心に位置し、キャンパス

内のどこへ移動するにも便利です。建物内には全国有数の研究施設を有し、160以上ある研究室で

は最先端の研究が行われています。 

　また、札幌駅まで徒歩15分という都市部にありながら、ポプラ並木、イチョウ並木、サクシュコトニ川

や大野池など自然に囲まれた環境で学ぶことができます。 

札幌駅が近くて便利！環境も良い！ 

北大工学部は、 
キャンパスの中心！ 

復活！サクシュコトニ川 

取材協力 
環境社会工学科 
小篠 隆生先生 

取材[学生編集委員] 
環境社会工学科4年 
藤原 美津穂 

　四季の移ろいを体感でき、学生や市民の憩いの場となっている中央ローン（芝地）。

そこを流れるサクシュコトニ川は、昔は鮭が遡上するほど豊かな川でした。 
 しかし、時代は高度成長期。都市開発が進む一方で地下水

位が減少し、やがて枯渇してしまいました。その後、自然環

境に恵まれたキャンパスが持つ価値や意義を再認識した

北大は、「北大の“原風景”を取り戻そう!!」とサクシュコト

ニ川再生をキャンパスの環境整備計画に含めました。同時

期に札幌市が市内北部の小河川の水質改善事業を始めて

いたこともあり、北大の創基125周年（2001年）記念事業

として、市との協働プロジェクトによるサクシュコトニ川

再生事業をスタートさせました。この事業には、総合大学

のメリットを活かし、複数の学部の研究成果が活用されま

した。工学部は土壌、水質、キャンパス計画の分野で参画し、
川を自然に近い形で再生させる「親自然型工法」による水
路の設計に携わりました。2004年には完成を迎え、キャ
ンパス内の水環境が改善されたことで、生態系の回復や北

大の“原風景”の復活がますます期待されています。 

　「今後は、キャンパス内の環境維持・整備に学生たちの学

際的なアクションがあれば」と、小篠先生から期待を込め

たメッセージが贈られました。 

▲中央ローンを流れるサクシュコトニ川 

取材[学生編集委員] 
情報エレクトロニクス学科３年 
羽川 令子 

都心なのに 
家賃が安くて部屋が広い！ 
何より大学に近いのが便利！！ 

快適！1年生が過ごす教養エリア 

[学生編集委員] 
応用理工系学科３年 

小畠 佑介 

[学生編集委員] 
応用理工系学科３年 
小畠 佑介 

▲大教室での授業風景 

レンガ造りの建物からは 
歴史が感じられ、まさに 
「大学の図書館！」という 
雰囲気でわくわくします。 

北大生のパワーの素！ 

▲これぞ北海道の新名物！スープカレー！ 

[学生編集委員] 
大学院工学研究科修士課程1年 
（機械知能工学科卒） 
松永 陽子 

　北大生の大半が好きな食べ物と言えばこれ! 最近話

題のスープカレーです。北大周辺には20軒ほどのお店

　 があり、スパイスの香りがお店の外まで漂って、お腹

をすかせた北大生を誘惑します。お店によってスパイス

の調合や野菜の調理方法も異なり、同じスープカレーと

は思えないほどスープの味が違います。じっくり煮込ん

だやわらかいお肉に、いろんな種類のたくさんの野菜が
ごろんごろんと入っていて、栄養バランスもばっちりです! 
　あなたもスープカレー屋さん巡りをして好みのお店を

見つけてみませんか?

▲附属図書館（本館） 

　北大の附属図書館（本館）はレンガ造りのかっこい

い建物です。本館の蔵書数は約170万冊。新渡戸稲造

の農学ノートなどの貴重な資料や珍しい本も保管さ

れています。驚いたのは雑誌が充実していること。授

業の合間などに雑誌を読みながらゆっくり過ごすこ
ともできます。期末試験の直前には大勢の学生が勉強

しています。僕もその一人です。静かな環境で勉強に
集中できていいですよ！ 

試験勉強にも息抜きにも 

Ｎ 

　北大生の約7割が一人暮らしをしています。しかも

そのほとんどが大学周辺に住んでいます。 

　ヨンミンくんの家は、工学部まで自転車で10分弱。
部屋が広くて家賃はなんと月額45,000円! 
　「一人暮らしは、何でも自分でしなくてはなりません。

風呂やトイレの掃除、朝のゴミ捨てなど、大変なこと

もたくさんありますが、夜遅くに帰ったり、友達を家

に呼んで遊んだりなど、自分の時間を持てることは大
きなメリットです。料理は、慣れれば問題なし!」とヨ
ンミンくんは語ってくれました。 

　また、北大周辺は、どこに住んでも近くにスーパー

があるのも魅

力です。みん

なも目指せ、

一人暮らし!

キャンパス内に 
川が流れる大学は、 
全国でも 
珍しいんですよ!!

　全学部の1年生が学ぶ高等教育機能開発総合センター（通称「教養棟」）

はとても広く、最初は迷子になる学生もたくさんいます。教室の数も多く、
高校のように机が並ぶ普通の教室はもちろん、席が階段状になっている
大教室もいくつかあります。この階段教室で受ける授業では高校までと
は違った雰囲気を味わえます。 

　教養棟の近くには図書館（北分館）や食堂、売店があります。この食堂
は北大で一番大きく、いつもたくさんの学生が利用しています。また、北

分館には、音楽CDや映画のDVDもあり、音楽を聴いたり映画を見るこ
ともできます。教
養棟周辺でほとん

どのことは済んで

しまい、ちょっと

した「街」を形成し

ているようです。 

 

取材協力 
機械知能工学科3年 
キム ヨンミン 

金 　旻くん 

みんなで一緒に 
巡りましょう！！ 

創成科学研究棟 創成科学研究棟 

クラーク像 クラーク像 

モデル・バーン モデル・バーン 

大野池 大野池 

工学部生の 
憩いの場 

週末は 
ジンパする 
人でいっぱい 

ジンパ＝ジンギスカン・パーティの略 

坪田くんが 
アルバイト 

キャンパス内 
の樹木は 
約11,000本!

キャッチボール 
する学生も 

ポプラ並木 ポプラ並木 

イチョウ並木 イチョウ並木 




